
受講者名

あなたが快適に感じること

将来に向け意義ある活動の
ために行うこと

自分自身が行うことで快適
になること

日々の生活の中で楽しんで
行うこと

あなたが不快に思うときに役
立つこと

人生の中で最も重要なこと

Section２ 人生の価値　生きる糧の確認 『心の糧』

自然との結びつきを感じ、気持ちを切り替える

心の糧（心が安定する活動や行動）
有効な活動・行動が

（どのように役立ちますか？）
優先順位

例：あなたが快適に感じ
ること

公園の散歩

Section1 人としての普遍性の確認

事前課題①　　モニタリングの方法

≪問１≫過去に悲しかったことや辛かったことなど、困難な状況を経験したことがありますか？

≪問２≫どのようにして困難な状況を克服してきましたか？

≪問４≫皆さんの経験と違いはありますか？

≪問３≫普段から介助や支援をしている利用者が困難な状況にあっているのを見たこと、または聞
いたことがありますか？



≪問１≫みなさんは昔、どんな夢をもっていましたか？

≪問２≫その夢をあきらめたのはどうしてですか？

Section４ 内発的動機「はい／Yes」の重み
（相手／自分の目標設定）

Section３ 関係づくり
利用者との信頼関係をつくる

≪問１≫みなさんの人生の中で、誰かに助けてもらった経験を思い出してくだ
さい。
▶　どんな時に
▶　誰に
▶　どのように助けてもらいましたか
▶そのときの相手の態度はどうでしたか


